
※このメールの内容に関するご意見・ご質問はこちら

☆☆私たちは、地震災害から一人でも多くの命を守るのに本気です!!
この思いにご賛同いただける方がいらっしゃいましたら、是非ご紹介ください。
最後までお読みいただき、ありがとうございました。
《送信者》株式会社　三誠AIR断震システム〒���-���� 東京都中央区新川１-６-１２ M&Sビル３階
TEL：��-����-����　　FAX：��-����-����
info@airdanshin.co.jp　https://airdanshin.co.jp

「エアー断震システム」の効果を 体感してみませんか。 関東に４カ所体験できる展示場があります。

「エアー断震システム」詳しい資料請求はこちらまで 

「AIR 断震倶楽部通信」バックナンバーはこちらから 

震度７を想定した住宅の浮上実験を
ご覧ください。

▲国立研究開発法人　防災科学研究所での
実証実験の様子

震度７の揺れを約 �／�� に軽減

地震の揺れを感知すると瞬時にセン
サーが作動。エアータンクから空気を
送り込んで家を浮かせ、揺れを建物に
伝えづらくします。

「エアー断震システム」
地震が起きたその時、家を浮上させいのちと家財を守る︕

●資料︓気象庁

気象庁では、2023 年 2 月 1 日から、従来の緊急地震速報に長周期地震動階級が３
以上の場合、ホームページで発表することにしました。長周期地震動階級は図のと
おりです。

★気象庁では、長周期地震動階級を緊急地震速報に加えた

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災では、首都圏の高層ビルばかりか、約
770Km 離れた大阪府の咲洲（さきしま）庁舎でも揺れ幅 3ｍほどの長周期地震動
が観測されました。長周期地震動は、大きな地震の発生時に起こる揺れ幅の大きい

（揺れが１往復するのに長い時間がかかる）地震動です。特に高層ビルでは、ビル
自体の固有周期と地震波の周期が一致すると共振が起こり、数メートル幅の揺れが
２～８秒程度続くこともあります。 
免震構造のビルであれば、揺れることで地震の力を軽減させることができますが、
地震対策が施されていないビルでは倒壊する危険性もあります。

●気象庁ホームページより

★規模の大きな地震では、遠隔地の高層ビルも共振して揺れる

タワービルの多い大都市圏では 
「長周期地震動」への対策が不可欠

※このメールはテキストメールでもご覧になれますが、HTML形式で配信しております。

「究極の地震対策住宅」の株式会社三誠AIR断震システムです。
株式会社三誠AIR断震システムは、株式会社三誠のグループ会社です。
両社の担当者と名刺交換させていただいた方々に配信しております。
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